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１ 計画の目的

本計画は、第６次大村市総合計画の基本目標４「活力に満ちた産業のまちづくり」にお

いて、観光面の政策である「歴史や自然を活かした観光のまちづくり」を実現することを

目的とします。

２ 計画の位置づけ

本計画は、第６次大村市総合計画を上位計画とし、長崎県観光振興計画や大村市の関連

計画と連携しながら、本市の観光事業を官民一体となって推進していくための指針として

策定します。

３ 計画期間

この計画は令和８年度を初年度とし、令和17年度を最終年度とする10年間を計画期間と

します。なお、社会情勢や観光を取り巻く環境等の変化を踏まえ、より効果的な取組を推

進するため、５年後の令和13年度に計画の見直しを行います。

４ 大村市の観光客数の推移

大村市における観光客数（日帰り客・宿泊客を含む）の推移は、以下のグラフ

のようになっています。令和２年の新型コロナウイルス感染症拡大により大きく

減少しましたが、その後は徐々に回復傾向にあります。令和６年は、令和５年と

比較するとイベントの反動減などから、観光客延べ数は約 2.4 万人の減となって

います。

参考：観光庁「令和７年度観光白書」
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５ 大村市観光の現状分析

【大村市観光の強みと弱み】

これまで策定してきた観光計画や統計データ、大村市観光交流都市づくり推進協議会等での
ま ち

協議を踏まえ、大村市観光の現状を SWOT 分析※により整理しました。

【SWOT 分析からみえてきた大村市観光の方向性】
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６ 大村市観光の現状分析

基本方針１ 歴史や自然等を活かした観光地の魅力向上

本市の歴史・文化や豊かな自然を活かした多様な体験プログラムを開発し、着地型観

光を推進します。また、野岳湖周辺地区を中心とするアウトドアアクティビティの充実

を図り、県内外からの観光客誘致に努めます。

※観光客数には、日帰り客と宿泊客の両方を含む

基本方針２ 観光イベントやコンベンション誘致の強化

「おおむら花まつり」や「おおむら夏越まつり」など、既存のイベントの効果的なPR

を行い、観光客の誘致に努めます。また、関係団体と連携し、各種会議やスポーツ大会

の誘致を強化します。

基本方針３ 観光基盤の整備

自然を活かした新たなアウトドアの拠点として、野岳湖公園のリニューアルを推進す

るほか、国内外からの観光客が安心･快適に過ごせるよう、Wi-Fi環境やトイレ、駐車場

などの整備を進めます。シェアサイクルの利用促進等により二次交通を強化し、住民・

観光客双方の利便性を考慮した基盤づくりに努めます。

基本方針４ 情報発信・プロモーション活動の強化

国内外からの観光客誘致のため、ホームページやパンフレット、ガイドブックなど多

様な広報媒体を整備します。インバウンド対応のため、多言語化やデジタル化を含めた

効果的な情報発信を実施します。

目標 単位 基準値（Ｒ６年度） 目標値（Ｒ12 年度）

観光客数 人／年 1,961,799 2,340,000

目標 単位 基準値（Ｒ６年度） 目標値（Ｒ12 年度）

観光イベント来場者数 人／年 526,414 628,000

目標 単位 基準値（Ｒ６年度） 目標値（Ｒ12 年度）

外国人宿泊者数 人／年 2,832 3,600

目標 単位 基準値（Ｒ６年度） 目標値（Ｒ12 年度）

市ホームページ（観光関

連）アクセス件数
件／年 260,558 310,000
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７ 大村市観光振興の基本施策

基本方針１ 歴史や自然等を活かした観光地の魅力向上

基本方針２ 観光イベントやコンベンション誘致の強化

基本施策１ まつりの充実

①花まつりのブラッシュアップ

②おおむら夏越まつり・おおむら夏越花火大会の充実

③おおむら秋まつりのブラッシュアップ

④長崎街道大村藩宿場まつりの充実

基本施策２ 多様なイベントの推進

①地域のイベントの支援

②ミライｏｎやボートレース場でのイベント開催

③全国から集客する大型イベントの開催

基本施策３ コンベンション等の誘致の強化

①各種コンベンションの誘致

②スポーツ合宿等の誘致

③修学旅行や教育旅行の誘致

基本施策１ 体験・交流型観光の推進

①体験コンテンツの充実

②まち歩き観光の推進

③地域間の交流の促進

基本施策２ 自然を活かした観光の推進

①花のまちづくりの推進

②フォレストアドベンチャー・おおむら長崎の充実

③グリーン・ツーリズムの推進

基本施策３ 歴史・文化資源の活用

①キリシタン関連史跡の活用

②文化財の観光活用

③長崎街道の活用

基本方針４ 食を活かした観光の推進

①食のイベントの開催

②特産品の販路拡大

基本方針５ 新たな観光資源の発掘

①大村湾の観光活用

②インフラツーリズム等の検討
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基本方針３ 観光基盤の整備

基本方針４ 情報発信・プロモーションの強化

基本施策１ 国内外からの観光客受入体制の強化

①観光案内の基盤強化

②観光交流拠点の機能強化

③野岳湖公園のリニューアル

④大村公園の魅力向上

⑤安全・安心への取組

基本施策２ 歴史・文化的な観光資源やまちなみの保全

①景観の保全

②文化財等の保存・継承

③公園環境等の整備

基本施策３ 観光アクセスの充実

①自転車活用の推進

②バス路線等の維持確保

③新幹線等の充実

④空港利用の促進

基本施策４ 観光推進体制の強化

①官民連携した取組の促進

②広域連携による観光の推進

基本施策１ 多様な情報発信ツールの活用

①ホームページの充実

②ＳＮＳ等の活用

基本施策２ 戦略的プロモーションの展開

①キャラクター等を活用したプロモーションの促進

②メディア等を活用した観光ＰＲ

③観光ＤＸの推進


